
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート集計結果のご報告 

2022年 3 月 18日 

小 樽 藤 幼 稚 園 

皆様より頂いたアンケートの集計ができましたのでご報告させていただきます。皆様のアンケ

ートを読み進める中で改めて保護者の皆様の子どもたちへの愛を、その深さを感じることがで

きました。さらに、子どもたちのより良き成長の為に、いつも温かく支え、ご協力下さっていた

皆様のお心を知ることができ、職員一同喜びと共に感謝の気持ちでいっぱいでございます。これ

からもかけがえのない大切な子どもたちの為に保護者の皆様と力を合わせ、心を尽くして参り

たいと思っております。皆様のご期待に添えますよう一層気を引き締めて参りますので今後と

も何卒よろしくお願い申し上げます。 

【1. カトリックの宗教的情操教育について】 

◎宗教的な心の成長を感じることがありますか。（お子さんの話、行動、生活などから） 

・自分のことではなく、他人の幸せを願い、お祈りしたり、行動する姿を見て成長を感じている。 

・食事前のお祈りを家でも行うようになった。 

・お友達を大切にしている。 

・お友達や家族に対して、何かを譲ったり、優しさや思いやりが育っている。 

・善悪の判断がついている。 

・自制したり、我慢ができるようになったり、強く優しい心が育っている。 

・感謝の気持ちを持つことができるようになった。 

・いつも神様を傍に感じ、行いを省みたり、心の支えになっている。 

・家でもお祈りをしたり、神様に感謝の気持ちを表すようになった。 

・園で聞いた神様のお話を家で家族に教えてくれたり、良い事・悪い事について考えるきっかけにな

っている。 

・子どもらしさの中にも落ち着いた穏やかな様子が感じられる。 

・お家でも聖歌を歌ったりお祈りの時間のことをお話したり、やって見せたりしてくれている。 

・子どもなりに神様のお話を理解し、心の成長を感じている。 

・きょうだい喧嘩の時に優しく諭して何がいけなかったのかを教えてくれている。 

・聖劇に取り組んでいる姿を見たとき成長を感じた。 

・落ち着いて座ってお話を聞いている姿を見た時に成長を感じている。 

・神様の存在を信じ、敬う心。同じく他人を敬い、優しく接する心、素直な心が育っている。 

・目標に向かって頑張り続けられる姿に成長を感じている。 

・年下の子や、困っている子に声をかけてあげられる姿に成長を喜んでいる。 

・どんな人とでも仲良くするなど、子どもから学ぶ事が増えてきている。 

・食事の際に、食べ物に関して感謝の気持ちを持つことができるようになった。 

・相手の気持ちに寄り添ったり、相手の気持ちを考えることができるようになった。 

◎園での宗教的行事（誕生会、待降節、二コラオのお祝い、クリスマス遊戯会、聖堂訪問）など

にどんな感想をお持ちですか？ 

・行事を通して様々な経験をできるのでありがたい。 

・家庭ではできない貴重な体験で、子どもの心に残っている。 

・キリスト教、カトリック、藤幼稚園ならではの行事を子どもに体験させてあげられるのは貴重な

ことだと思う。 

・子どもが喜びながら参加していて嬉しく思う。 

・親としても楽しみにしている。 

・様々な行事や文化を知ることは歴史や人物の学びもあり、教養につながり良いと思う。 

・親の知らないカトリックの行事も教えてくれて勉強になっている。 

・子どもの年齢に合わせた視点で取り組まれており、子どもも理解を深め大切な行事と理解してい

る。 

・行事の度に成長を感じ、子どもたちの姿にも感心している。 

・コロナ禍でお誕生会を見に行くことができず残念だった。 

・各行事、お祈りと共にお祝いし、聖劇での個々の役に取り組む姿は素晴らしいと思う。 

・小さな組から年長まで、心静かにお祈りしている姿は素晴らしいと思う。 

・お誕生会では、自分の誕生日だけではなくみんなの誕生日をお祝いできるのが嬉しいと思ったり、

お祝いだけではなく、心を込めてお祈りすることがとても良いことだと思う。 

・コロナ禍のため、参観ができなかったこともあるが、子どもが体験している行事をどんなことを

して、どんな風に先生たちが子どもに伝えているかもっと知りたいと思う。 

・行事に向けての練習も楽しんで取り組んでいる。 

・コロナ禍にも関わらず、分散するなど対策をして行事をしてくれたことに感謝している。 

・カトリックのことを子どもを通して色々と学びたいと楽しみにしている。 

・藤幼稚園に通わなければ知らなかったことも多く、クリスマスが単にプレゼントを貰う日ではな

いと知ることができたことはとても意味があると思う。 

・誕生会で神父様から祝福を受けるのは、神様を身近に感じることができ良いと思う。 
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【2． 学級における保育活動について】 

◎この 1 年の保育活動を通してお子さんが最も成長したと思われることは、どのようなことで

すか？感想をお聞かせください。 

・自主性が育った。  ・優しさ、思いやりが育った。 ・「ごめんなさい」が言えるようになった。 

・順番を待ったり、我慢ができるようになった。 

・相手の気持ちを想像し、寄り添えるようになった。 

・言葉が成長し、自分の気持ちを言葉にして伝えられるようになった。 

・幼稚園の様子やお友達のこと、幼稚園で教わったことを家庭でもお話して教えてくれている。 

・お片付けができるようになった。 

・集中力がついた。 

・自分でできることが増えた。（身支度、排泄など） 

・周りを見ることができるようになった。 

・お友達と過ごすことが楽しいと思えるようになるなど、社会性が伸びた。 

・「ありがとう」をきちんと言えるなど、感謝の心が持てるようになった。 

・遊び方が成長した。 

・新型コロナウイルスへの感染予防対策も自分で考えながら行動するようになった。 

・年下の子に対して優しくできるようになった。自分が幼稚園で小さな組だった頃、お兄さんお姉

さんに親切にされたことを、今自分でそれができるようになったと思う。 

・落ち着きがでてきた。 

・お家のお手伝いをしてくれるようになった。 

・心の面も行動面も自立が感じられるようになった。 

・お遊戯会にきちんと参加できるようになったり、セリフも言えるようになった。 

・工作に工夫して取り組んだり、自然と漢字や計算などが身に付いたように感じる。 

・誰に対してもご挨拶ができるようになった。 

・成功体験を積み重ねたことで、自信もつき、何事にも積極的に取り組もうとするようになった。 

・最後までやり遂げることができるようになった。 

・コロナ禍での集団生活でできないことがあってもみんなのために我慢する気持ちが持てるよ

うになった。 

・困っている子に寄り添い、助けてあげようと行動できるようになった。 

【3. 1 年間の保育行事はいかがでしたか。感想をお聞かせください。】 

・コロナ禍で参観に人数制限があり、祖父母に見せてあげられないのが残念だった。 

・楽しんで参加できていた様子が見られて嬉しかった。 

・コロナ禍で観覧の制限はあったが、祖父母の会など、参観ができなかったものも YOUTUBE 配信

などしてもらえてとても良かった。 

・親の参加行事が多いので共働き家庭には大変と感じる面もある。 

・コロナ禍でも人数制限しながらも感染対策をし、工夫して実施してもらえて感謝している。 

・練習期間中、行事終了後も家でも歌や踊りを楽しんで踊り見せてくれている。 

・お泊り保育代わりのお楽しみ会がとてもいい思い出になった。 

・来年度は遠足に行けたらいいなと思っている。 

・行事を通して成長が感じられて嬉しく思っている。 

・先生たちが自分たちの為に一生懸命準備してくださって、楽しい時間をみんなで過ごせたことが

子どもたちにも伝わっています。 

・くじで予め席が決まっているので、場所取りの必要がなく良かった。 

・お正月会（お買い物ごっこ）がとても楽しかった。 

【4． その他ご意見、ご感想、喜びの声などありましたらお聞かせください。】 

 

・感染対策をしながら保育・教育をおこなってくれて感謝している。 

・コロナ禍で行事の開催が危ぶまれても、それに代わるものを必死に探してくれたり、親が思うこと

も丁寧に耳を傾けて対応してくれた。 

・先生たち全員がとても親切に子どもたちに接してくれて嬉しいです。 

・子ども達、幼稚園が大好きです。毎週土日など休みの日も幼稚園に行きたいと言っている。 

・遅い時間のバスがあればいいなと思う。 

・本年度も難しい判断を多く迫られる中、教育に心をくだいてくださってありがとうございました。 

・先生たちも感染への不安のある大変な日々の中、成長と学びを親と子に与えて下さってありがとう

ございました。 

・入園当初は不安でいっぱいだったが、気が付くと毎日楽しそうに幼稚園に行く子どもの顔に安心す

る日々でした。 

・我が子が靴を履けない時にお友達が助けてくれる姿を見て心底嬉しかったです。 

・一番最初に一番大切なことを教えてくれる藤幼稚園がだいすきです。 

・幼稚園で先生たちに色々なことを教えてもらい、心がまっすぐで人を思いやり、いたわる気持ちが

持てる子に成長しました。 

・お迎えの時に先生から普段の様子を細かく聞くことができ、嬉しくそして安心して通わせています。 

・先生の数がもう少し増えたらいいなと思う。 

・子どもたちのより良い成長の為にも、一日も早くマスクをとって生活できるようになればいいなと

思います。 

・入園が不安だったが、藤幼稚園に入園させてよかったと思う。 

・先生方が一緒に育ててくれて心強かった。 

・何事にも臨機応変に対応して頂きありがとうございます。 

・先生方全員で全園児を見守ってくれているような温かい雰囲気がありがたいです。 

・先生方のおかげで人を思いやれる優しい子に育ちました。 

・大変丁寧な指導に感謝している。心の成長が著しい時期に自分をきちんと認めてもらえる関わりに

感謝しています。 

・情操教育、精神性を大切にしたいと入園を決めたのは間違いではなかった。お勉強以上に人として

大切な学びを純粋な年頃に触れさせることができた。藤幼稚園に通わせることができて本当によか

った。 

・預かりの時間が長く、朝も早くから、夜は 7 時まで預かってもらえるのが本当に助かった。 

・異年齢での関わりも多く、思いやりの気持ちも自然に育まれて良いと思う。 

・先生がとても親身に相談にのってくれて助けられている。 

・いつも子どもたちの目線に合わせ、コロナ禍でもできる楽しいことを考えて下さり、充実した園生

活を送ることができました。 

・「先生=優しい」となり、歯医者の「先生」にもフレンドリーに話すようになった。 

 



  

アンケートのご協力、本当にありがとうございました。 

◎以前ニュースで（他園の）バスの降ろし忘れを見て、少し心配になった。 

⇒あってはならない大変痛ましい事故として職員間でも話し合いを行いました。亡くなったお子様

のご冥福をお祈りしております。通園バス導入時より、藤幼稚園では必ず各コース終了後、添乗

職員が全席をまわって確認、席の消毒を行っておりますのでどうぞご安心下さい。 

 

◎自主登園期間に協力の為、登園を控えている子もいるので、その間はカリキュラム通りではなく、

預かり保育期間のような保育にしてほしい。自主登園期間後に運動会や祖父母の会があり残念な

気持ちになることがあった。 

⇒今年度は新型コロナウイルス感染症の流行拡大と行事前が重なったこと、大変残念に思っており

ます。自主登園、休園期間の皆様のご協力に大変感謝申し上げます。 

 

◎電子錠が設置され、セキュリティ面の安全性が高まったが、開錠は名前を確認してからにした方

が良いのでは。 

⇒電子錠設置の為、インターホンのご協力感謝いたします。開錠は職員室、事務室でカメラを見て

行っております。時々見えにくい場合等、お名前を伺うこともあるかもしれませんがその際はご

協力お願いいたします。 

 

◎長期休み前の配布物に一覧表をつけてほしい。 

⇒いつもお手紙のご確認、ありがとうございます。長期休み前の配布物は量も多くなってしまい、

ご不便をおかけしております。直前に配布物が増えることも多々あり、一覧表を作成することは

難しいのですが、間違いがないよう十分に確認して行いたいと思います。ご不便おかけいたしま

すが、よろしくお願いいたします。 

 

◎行事の写真を撮る際にマスクを外してほしい。 

⇒私たちもお子様たちのかわいいお顔を写真に残したい気持ちは山々なのですが、小さな年齢の子

が集まる幼稚園の性質上、出来うる限りの安全対策をとって継続した教育を行いたいこと、そして

お子様の命と健康を園として可能な限り守りたい思いがあり、苦渋の決断ではありますが、写真撮

影の際もマスク着用で行っております。一日も早くマスクを外せる日がくることを心よりお祈りし

ております。 

 

◎園庭でごはんをたべる等、外で黙食を気にせず食べられる機会をつくってほしい。 

⇒いつも子どもたちも一生懸命黙食を守ろうと頑張っている姿を見て、職員間でも園庭での昼食を

何度か検討したのですが、カラスの問題があり、実施に至りませんでした。一口で口に入れられる

カリンズなどをいただくときは、みんなで園庭で楽しくいただくことはできたのですが。 

 

 

 


